
 
 
 
 
 
 
・ 香取海匝地域では、平成３０年度から「脳卒中連携ネットワーク」を  
テーマに、当該疾病に係る医療機関が抱える課題解消に向けた取組を  
行っている。 
「脳卒中連携ネットワーク全体イメージ図」(資料７-２）で示したもののうち、 
 
・ 「血栓溶解療法（t-PA）・血栓回収療法実績」 
・ 「脳卒中予後データ」 

について、令和５年度分データを報告する。 

 
 
 
 
・ 旭中央病院提供データを基に事務局にて作成。 
・ 脳梗塞による旭中央病院の入院患者数については、過去６年間では４００～ 

５００人／年で概ね横ばい。 
・ 血栓溶解療法（t-PA）施行実績の患者数及び割合については、令和４年度ま

で概ね横ばい。令和５年度は例年よりも減少。 
・ 血栓回収療法施行実績については、患者数及び割合ともに増加傾向。 

  （血栓回収療法の適応時間の延長により、さらなる増加を期待） 
 
 
 

 

・ 令和５年度における旭中央病院・イムス佐原リハビリテーション病院の退院 

患者データを基に事務局にて作成。 

・ 脳卒中予後について、回復期リハビリ終了時では、昨年度と比較して大きな変

化は認められなかった。 

・ 在宅復帰率、死亡率、施設の割合がやや減少し、病院の割合が増加した。 
  

脳卒中連携ネットワークの進捗状況について     

①  血栓溶解療法（t-PA）・血栓回収療法施行実績（資料 7-3） 

② 脳卒中予後データ（資料 7-4） 

血栓回収療法の施行実績は増加傾向であり、適応時間
が延長されることで患者の予後が改善することを期待
する。今後も脳卒中予後の改善に向けて情報共有を図
っていくこととしたい。 
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